
大和田地区

　　地域づくり計画書

令和５年３月

大和田地区むらおこし会

大きな和となり
想いを一つに

大和 ‼



　平成２3年度からはじまった「西予市地域づくり交付金事業」は、西予市が

「自分たちの地域は自分たちの手で」を基本理念に、私たち地域住民が自分

たちで行う地域づくりに対して、交付金として支援を行う事業です。

　「大和田地区むらおこし会」は「阿下地区むらおこし推進会議」「釜川む

らおこし会」「蔵良むらおこし会議」「貝吹地区むらおこし推進会議」の４

団体及び大和田地区愛護班連絡協議会や大和田青年団などから組織されてお

り、大和田地区の課題について一緒に考え、共に取り組んでいく団体です。

　また、令和５年度から西予市の組織機構改革により各地区公民館は「地域

づくり活動センター」と名称を改め、行政機能・生涯学習・地域福祉・地域

づくりなど多岐に渡る役割を果たす中核施設として生まれ変わります。

　それに伴い、大和田地区むらおこし会では令和５年度より「地域任用職

員」の雇用をスタートさせ、地域づくり活動をより一層活性化し、地域に潜

在する様々なニーズを洗い出しながら、地域課題を解決する活動が求められ

ます。

　この計画書はその地域課題を解決し、「大きな和となり想いを一つに大和

田!!」のスローガンのもと、「大和田」らしい地域づくりを実現していくため

の設計図です。

１　はじめに

【大和田の位置図】

大和田地区は西予市の中心か

らやや東寄りに位置し、北側

を大洲市、東側を横林地区、

南側を旧城川町、西側を中筋

地区と隣接し、一級河川肱川

を中心に阿下地区・釜川地

区・蔵良地区・貝吹地区の４

地区から成っています。



２　現状と課題

　 　大和田地区は、大きく分けると「阿下地区」・「釜川地区」・「蔵良

地区」・「貝吹地区」の４地区、1７行政区から成っています。

　この大和田地区というのは、「旧大和田小学校区」のことを言い、学

校の統廃合により廃校となった旧大和田小学校が建っている地域一帯

が、当時「大和田」と呼ばれていたことに由来します。

　令和５年度からスタートする「地域づくり活動センター」に合わせ地

域名を「大和田」とし、「大和田地区区長組長会」を立ち上げる組織再

編は完了しましたが、消防団・財産区・各種民主団体などの組織・区割

り全ての再編は困難であり、その状況下でできうる「組織再編」と「大

和田らしい地域づくり」を推進することが求められています。

　特に、地域のシンボルであった「大和田小学校」がなくなった現在、

子どもたちを中心に「大和田」のアイデンティティが希薄になってきて

おり、「大和田」というフィールドで楽しく地域の魅力と誇りを感じる

活動を実施していく必要があります。

　また、日々の暮らしの中で少子高齢化や限界集落化、後継者問題など

様々な問題が浮き彫りになっている今、これまで別々に活動していた地

域が、組織という垣根を越えて集まり、どうすれば地域のみんながより

幸せに、より元気に暮らしていけるのか、これからの大和田地区の課題

について一緒に考え、共に取り組んでいくことが必要となっています。



　

　令和２年国勢調査によると大和田地区の人口は1,380人でした。その
２０年前の平成１２年同調査では2,052人となっており、672人の減少
となっています。
　年齢層別で見ると60歳以上の年齢層が多く、20～３０代が特に少なく
なっており、就学や就業による人口流出が顕著に表れているといえま
す。今後も移住者が多く見込まれる状況ではないが、積極的な移住者の
受入れと年少人口の人口流出を抑制しなくては、いずれは集落の維持が
困難になっていくることが予測されます。
※「阿下」には旧野村町東地区、「蔵良」には蔵良本村地区が含まれており、平野地
区「中野」は含まれていない。

３　人口の推移と予測
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４　基本方針と推進目標

地域住民が一体感や
「大和田」への愛着を
感じる様な「モノ・コ
ト・ヒト」を創出し、
地域コミュニティの強
化を図る

＊基本方針＊

＊事業内容＊

・地域資源の活用を目
指して農林業、観光、６
次産業化などの多岐に
渡る分野での展開を見
据えてワークショップや
や研修を行う

・地域の困りごとや地域
魅力化に寄与する事業
の検討を行い、実行して
いく

・内外部問わずに新たな
人材の活用を検討し、次
代へ向けた地域づくりを
推進していく

・地域づくり団体の法人
化へ向けた調査・研究・
実行を検討する

・他地域づくり団体との
交流を通じた調査・研究

・地域の核となる公共的
な施設（集会所や公園、
広場等）や道路、街灯な
ど地域環境を整備して、
住みやすく親しみある地
域づくりを行う

＊集会所整備
＊コンクリート舗装
＊花いっぱい運動
＊生活環境の維持向上
＊景観美化
＊災害対応
＊各地区広場の整備
　                    etc.

・誇りある地域の歴史や
文化、伝統を次世代へと
受け継げるよう支援を行
う
　
＊花取り踊り継承支援
＊里神楽継承支援
＊各伝統文化継承支援
＊歴史文化調査
＊自然景観景勝地維持
　　　　　　　　　　etc.

・地域コミュニティの強化
を図るため、納涼祭や愛
護班活動、体験講座事
業などを開催し、子ども
からお年寄りまで地域住
民一人ひとりの「地域
愛」「誇り」「一体感」を醸
成する

＊納涼祭
＊魚つかみ大会
＊愛護班活動
＊青年団活動
＊各種団体活動
＊イベント
＊体験・講座
＊防災訓練
＊困りごと解決
　　　　　　　　　　etc.

＊スローガン＊

大きな和となり 想いを一つに 大和田！！

＊推進目標＊

各種研修やワーク
ショップなどを開催
し、地域課題や地域資
源の掘り起こしを行う

地域環境を整備して、
活力ある地域づくりを
行う

地域の伝統文化を次世
代に受け継ぎ、誇りあ
る地域づくりを行う

地域活性化伝統文化継承地域環境整備地域研究開発



＊推進目標ごとの実施計画（案）＊

5 6 7 8 9

1 研修・ワークショップ等の開催 〇 〇 〇 〇 〇

新規事業の計画・立案

（魅力化、地域課題解決など）

3 地域づくり人材の調査・研究 〇 〇 〇 〇 〇

4 法人化へ向けた調査・研究 〇 〇 〇 〇 〇

5 集会所整備 〇 〇 〇 〇 〇

6 コンクリート舗装 〇 〇 〇 〇 〇

7 花いっぱい運動 〇 〇 〇 〇 〇

8 生活環境維持向上 〇 〇 〇 〇 〇

9 景観美化 〇 〇 〇 〇 〇

10 災害対応 〇 〇 〇 〇 〇

11 各地区伝統文化継承支援 〇 〇 〇 〇 〇

12 歴史文化調査 〇 〇 〇 〇 〇

13 自然景観景勝地維持管理 〇 〇 〇 〇 〇

14 各種慣例イベントの実施 〇 〇 〇 〇 〇

15 愛護班活動 〇 〇 〇 〇 〇

16 青年団活動 〇 〇 〇 〇 〇

17 各種団体活動 〇 〇 〇 〇 〇

18 新規イベント計画・立案 〇 〇 〇 〇 〇

19 体験・講座事業 〇 〇 〇 〇 〇

20 防災訓練 〇 〇 〇 〇 〇

21 困りごと解決 〇 〇 〇 〇 〇

備考

地域研究開発

地域環境整備

〇 〇 〇

伝統文化継承

地域活性化

2 〇 〇

実施予定年度

推進目標 事業内容



地域活性化

*事業実施状況写真*

地域研究開発

地域環境整備

伝統文化継承



地域振興部会 地域研究･活性化部会

理事

５　大和田地区むらおこし会　組織図

・センター長

・婦人組織
・子育て世代
・その他各種団体
・地域づくり活動に
　協力できる人材

会　長

・センター職員
副会長

・地域任用職員
事務局（会計）

協働・連携
・地域担当職員

監事

蔵良地区むらおこし会
貝吹地区

むらおこし推進会議

阿下専務区長 釜川専務区長 蔵良専務区長 貝吹地区区長会長
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・大和田地区
　愛護班連絡協議会
・大和田青年団
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大和田の想いを一つに


